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口から絲を化き巧す蜘蛛 
髓 が 利 夫 

東京市薇嚴川搔西ヶ原巧别〇 

ユカタヤマシログを Seytodes thomcim の補食性に於て特にを目すべき事は, 
粘液を射出して相手の動物を捕虜にするといふ點であるが，をれに就ての觀祭 
は,己に小松敏を巧にがつて本誌 Vol,1. No. 2に報吿されてねる。其の樂踐〇 
犬要は次の如くである。 

1. ユカタヤマシログモはホホヒメグモを襲ふ0但しをの網が粗なる巧な；こ 
一本の糸を傅はねばならぬ。從つて粘液!寸化に都合が轟いのか，餘り襲*;.’.'ぃと 
が-まない0 

2. ユカタヤマシログモは相手の體にが一步脚が觸れて，位置を權めて後に 
綻液を射おする。 

3. 射出の際り葵勢は腹部後端を下ホに曲げ，頭部を稍窩く保つ。おおされ 
た陵間は，注視すると蜘蛛の體に多み公努力カミ認められる0 

4. 描液は蛛姥より前方に离己の 體 長の 2 乃至 3 値の距離にまで射出され， 
蛛がより身ホ岀されを液は宮己の腹部下厨を適り頭胸部下画を通つて相手に絡み 
つき，射出をは蛛睐とのつながりを有がぬ事0 

を粘液は空氣に觸れて钻着性糸となり，コガネグモす斗 Fam. Argiopidae 
の請ホに見るが如く，粘液が小球狀をなして糸上に點をするに至る〇 

も結狼は續いて數圆に直りおおし得られ，最小載は數條.嚴大量は二十製 
條に至り，自由にをの貴を調節し得られる0 

7. 射班のみの觀察なれば蜘蛛を針其他で刺激するのみでも充みである。 
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が、上は小が巧發表の摘嬰でをる。雨して予は最お:このルが巧瓜觀察を訂正す 
べき一* 乂事件を發見したのである。をれは小が氏が第4項に述べてゐられるや 
うに摇液は蛛扰:より射出されるものでなくて，實に口から壊がされるといふ一 
事である。これは少くとも學界を驟嚷せしむるにおる大事かであると思はれる 
〇で，予は愼蓝に幾圆も觀察を繰り返してみを。而して實際の描破おおの動作 
たるやあまりの早業にて，如巧に健眼の人とちへども其の粘液が體の如何なる 
部みより發がされをかを確認する事が困難である。予の十數回の觀察うく殆どを 
部失败に終った事からしてもをれは明らかである。而しで予な嚴初から小が巧 
の粘液が蛛がよりお出されるといふ觀察を次の如き諸點よりどうしても首肯ず 
る事が出來なかっをのである0 

し蛛掩は體の後端にあり，而も後ホに巧つて位置してねる。これでは腹都 
を屈曲しても胸披の下を通って體の前方に粘液を射出する事は不可能である0 
事實腹部はをんな程度にまで屈曲お來るものでな<，實際射出〇隙に於ても斯 
かる態勢は認められない 0 

'ふ他〇蜘蛛の統績作業から類推してみるに，蛛淀から絲を抽き出す事をれ 
国體が相當な巧力を要することであっで，他力を借りずに絲が訪がされる第が 
殆ど無いと見て差まへない。而るにユカタヤマシ。グモに限り，自己の體內の 
壓力に依って蛛化から體長の數倍にも達する距離にまで粧液が射出されるとは 
思はれない 0 

疋蛛捷から粘液がお出される場合，他に转别〇開孔を有しない限り，必ず 
毛:細管が.上に綱い統管の中を通過ずべきものである 0 斯かる細い瞥中を通過す 
る隙りにがては，事實見るがか<電光石火な上の迅速さをなて，粘液のま、で 
而も夕量に發射-される事は不巧龍である0 

も若し綺营より潑弟!*されるものとすれば，少くとも蛛热に粘液が附着しで 
ねたり，發射後と雖も妨管と綻液との聞に何等かの繫がりが認めらるべきでを 
ると思はれるろ;，事實斯かる現象は全然無い。をれにだして口器は常にがっい 
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てゐるのが確實に認められる。 

斯かる理由〇下に予はこの粘液は必ず口から遮がされるものであるとの豫想 
を抱いて，根氣よく幾回も觀繫を重ねてみる事にした。あまり大きな器の中で 
は觀察が不便なので，口徑]0 mm •餘の小さな管瓶を使用し，其〇中に飼育中 
の カバキコマチグモの 幼蛛义はホホ ヒメグモの成蛛をなち， をれ に巧つてュカ 
タヤマシログモを 挑戰せしめでみをのである。而して其の觀察の結果は 次の 如 
くでをっを。 

玉 > 體長 2.5 mm •の小形なカバキコマチグモの巧蛛の場合は，八カタヤマシ 
ログモは大人がモ供をあしらふ-嫌に悠々と步脚の先でからかってねる礫に思は 
れたが.何時の間にかコマチグモは體の自かを奪はれてしまつを。よく見ると 
嘗瓶の巧壁に十數條の粧液ボ知らぬ閒に身'むけされで，それに脚を奪はれたので 
あった。其の粘液は小が巧が上記の論文中に劇說したものと同様でをる。ずは 
まんまと粘液射出の觀察に失敗した事をこの時になって知らなけれは•ならなか 
ったのだ。をれから彼は悠々と卿をとられてもがいてわる捕虜の上に立ちはだ 
かる様にして，ホ脚や觸肢の先を其〇補虜の Jr. に接觸せしめをりしを。これは 
巧手の氣魄を試すやうにも思はれるし，又一面ホ卿や觸肢のホでおおされを钻 
狼を更に捕虜の上に引き伸す動作のやうにも思はれる。藍ろ後者の方が有力な 
考察である力 S も知れない。何となれば彼は其の動作を何回も繰り返すし.又時 
々觸駭や步脚のホを口器の所へ持っていっで，をれに粘液を附體がしめるか义 
は拭ひ去るかの薇な動作をなすからである0而してこの場合は後者の辆:釋の方 
があしいと見なすべきであらう0斯くする中にこの哀れな小蛛の捕虜が.を身 
に力をこめて大き <體をもがいを。と思はれた瞬間，薇 < べし，こ©ル蛛の體 
上に大きな網がかぶさってしまったのでをる 0 予は魂を奪はれた。十數條のも 
く輝いた細い絲が，今は身動きさへならぬまでに小蛛の步脚と歩卿を，步脚と 
體を.ををに縛ってしまったのである0ちふまでもなくこの管中の英雄が事廚 
倒をりと見て最後〇手段を蠻攝しをむである0斯< て萬事はかしをのである。 
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而もこの最後の場面にがて幾條かの粘着絲が捕虜の上に投げかけられた瞬に， 
予の視神經が微小だの刺戟をさへ受けなかったのであるから，なてユカタヤマ 
シログモの粘液が批巧爲が如何に迅速なものであるかで推察出來る次第である 
2. 次は强敵ホホヒメグモとの格圆である0こんどは巧手のちが其の實力に 
がて數倍してねる蘇は，體の容積から椎しても巧らかである0絕對にコマチグ 
モの幼蛛をからかった時の樣な油擲は罷りならぬ。見よ悠々と萬をのを意を拂 
ひながら接近し來った兩勇±，管瓶の中央にて步脚の先端と先端が觸れ合った 
と思った隣間兩者は猛烈と體を趙してものすごい爭驟を開始した0あはやと思 
って予は固唾を飮む〇所が予の緊張は忽ちにして解消された〇である0チはす 
審の贩を瞪って其の結果を觀察すれば，悠々と引上げてゆ < ユカタヤマシログ 
モの後には，十重二十重にを身を縛られたォホヒメグモのち體がぐったりと横 
をはってねるのである。戰ひに勝った英雄は一をん後ホに退いて暫し休息する 
のであるが， やがて又近づいて次第に敗慘者の餘命を奪つてゆくのである0 
こ、で記述は叉少し前にかへる力く，管瓶の中央にて兩者は令正に爭闘を開始 
せんとする場合，小が巧が觀察されを時のやうに靜かに攻擊姿勢を整へて狙ひ 
ををめる餘裕等をったものではない。生命の危急は絕對にをれだけの時間を與 
へないのでをる。寸秒も早く魔液を發射しなければならないのである 0 ホを制 
すれば勝ち，ホを制からるれば生命を奪はれるとはこの時でをる。斯かる食ふ 
か食はれるかの危急な場合に處して，ユカ タヤマシ 。グモの發射する液彈は決 
しておひを外す事な <. 完をに相手のももを奪ったのである。又をとへ狙ひが 
かれてもかしてそれが無熟になるのでな <，管〇巧壁に附着して巧手を粧着か 
しめる事が巧來るのである。但しこの場を注意しないと自クトも其の粘液に機ま 
される事なしとは限らぬ 0 予はか、る場面に遭遇した事もあったからだ。而し 
て斯くの如 < 危急な場合に小松巧の云はれるかこの彈丸を錄?£から發射する 
ものとすれば，果して100%近くまで巧手の急所に巧って命中する事がお來る 
であらう力か何に巧限では見えないとは云へ，其の裕國の顚 おより察して, 
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予は必ずこの粘液は口部より發射されるものであるとの自信を抱いた。裕阔中 
蛛姥を敵の方に巧けて姐ひを定めるやうな餘裕は絕對に與へられてゐないから 
である〇 

こ、に特異な現象として附記すべき事は，をとへ粘液がが手の上にかぶさつ 
てゐても，其の描液は透明であるがためにがして吾人の販に峽じない。である 
所がを〇動物が身動きをしたならば，宛もをこに拙の現れる如 < 忽ちにして幾 
條かの細く白い絲力網いて吾人の眼に K 射するのでをる。即ち其の動物が體を 
動かす事によつ て， をこに附着しでねた黏液が初めて伸張し空氣に觸れて細 
い絲と化するのでをる0故に實際にユカタャマシ P グモが相手を捕虜にずる順 
序を觀察しでおれば，權かに非科擧的な言葉ではある力く，彼は魔術を使ふとし 
力、思はれない0而もをこに浮び出を粘着網は實に魚捕りの使ふ投網の如く巧手 
の上にかぶさつてねる獄には，誰しも一驚を禁じ得ないであらうと思はれる0 

而して予は遂にこの不可思議な魔液が口から發射されるものである蔡の證據 
を摘むにをる一つむ場面に逢着しを。をれは數回戰つてを身疲勞しきつたユカ 
タャマグモ をして，更に元氣旺盛な新らしいホ ホヒメグモに對 せしめてみたの 
である 0 彼はをめし予を怨んだであらう 0 この疲勞しきつを體をがつてしては 
をとへ如何なる弱敵と云へども到底力足りぬと思はれをからでをる。而して予 
にとつてはどこまで粘液を射化する事が班來るかを試してみをかつをのである 
，じ、なしか敵に近でいを彼は極度に戰き，極度に昂憤し極度に激怒しでむるや 
うにも思はれを。やがて戰ひが始まると思はれた力;，前回の如く莖•々しい光景 
が見られないやうでをる0予は靜かに管瓶の中を雕きこんでみると， ユカタャ 
マシ ログ モは 白い大きな錢を口からぶら了け •てもがいてゐ るのである 0 更によ 

注視すると觸肢で其の袋を巧り除力>うとあせつて ねるやうであるが> 益々を 
れが觸肢にまで絡みついていく有薇が見てとれた.予は早速戰ひを中止せしめ 
て彼を管外へ a け拽した。をしてずぐにルーペでをり袋を號いてみをが，銳ふ 
巧なくをれが絲によつて口へ繫つてむる0予は躍動する'じ、臟の鼓動を制しなが 
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らをの袋の様なものを指先で潰してみをカミ，をれは巧らかに粘液の塊である こ 
とを知つを 0 

こ、に至つて予の最後になすべき仕事は'厌をした。をれは頭胸部の解削に化 
つて更にこの粘液の袋が頭胸)部の內部にあるかどうかを權める事である0 •テは 
新らしく別のユカタヤマシ。グをを手にとつてがのホを口中にさし入れ，引を 
がしてみると其の先に果して細い絲がついて來た。予は思ひきつてこの生きた 
蜘蛛を解剖する事に決心しを0併し遺憾ながら予は觸剖に熟線してゐない。义 
精巧な器其も持つてねない。をこで有合せの解剖でをがて彼の口器と胸披を切 
除してみたのである。只をれだけで予はこの蜘蛾の頭胸部に幾個かの粘液球が 
迅藏されてねる事を權める事がお來たのである。俳しお礎なる粒賢，鶴造，數 
なび口部への連絡方法，並にこの粘液が一般に想像され易い所の下頸臟よりな 
泌されるものであるかどうか等に就ては.更に改めてより精-巧な解潮によつて 
赖認の上近き將來に潑表する事をこ、に拘束しておきたいと思ふ。 

斯< して予は遂にユカタヤマシログモは粘液を口から射おする.換言すれば 
絲を口から化き巧すといふ驚くべき事實の發見に成功しを〇である。この觸剖 
を終へでから再び前に粘酸球を吐き识しで予に助けられをユカタヤマシ0ダ掌- 
を前の ホホヒ メグ モに對せしめてみをが， もはやを然粘液を I ホおする事がお來 
ず，巧徒らに逃げまはるのみであつた。蘆しあまりの岛憤に{衣つて，粘蔽の大 
きな魂が口化に飛び化すまでに力を入れすぎたのであらう。併しをれが予にと 
つては望がの幸でをつたのである。 

予はみ年の頃.口からなをの絲を化いて賴光を機まず:！:蜘蛛の芝居を觀を藥 
がある力;，今新に二カタヤマシログ モは 正しくをの怪物の止蜘蛛である事を發 
見し，斯かる怪物が實際にがをしを事に對して一大瓣異を感じてむる次第で あ 
る。 C 昭あが年 S 月巧日稿） 



